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令和４年度 第１回豊後高田市総合教育会議議事録 

 

日 時 令和５年２月 20日（月）13：00開会 

場 所 豊後高田市役所高田庁舎３階 

 301会議室 

出席者 市 長    佐々木 敏夫 

    教育委員会 

    教育長    河野 潔 

    委 員    大嶽 由美子 

    委 員    高井 郁郎 

    委 員    宮﨑 みゆき 

    委 員    松成 康男 

    事務局 

    市総務課長  安田 祐一 

    教育総務課長 植田 克己 

    学校教育課長 衛藤 恭子 

    文化財室長  板井 浩 

教育総務課総括主幹兼総務管財係長 

近藤 教夫 

    市総務課総括主幹兼総務法規係長 

矢野 裕治 

報道関係 企画情報課広報担当 

     市ケーブルネットワーク担当 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

１．開会 

○市総務課長 安田 祐一 

皆さんこんにちは総務課長の安田でございます。

本日、会議の進行させていただきます。よろしくお

願いします。本日の出席者は、佐々木市長、教育委

員会の河野教育長及び委員の皆さん、６名全員出席

であります。 

ただ今から令和４年度第１回豊後高田市総合教

育会議を開催いたします。 

開会にあたりまして、皆さん、ご了承頂きたいと

思いますが、この会議は法で原則公開することとな

っております。法の趣旨に沿って公開で開催させて

いただき会議録につきましてもホームページで公

開させていただきますのでご了承願います。 

それでは最初に佐々木長よりご挨拶を申し上げ

ます。 

 

２．市長あいさつ 

○市長 佐々木 敏夫 

本日は、たいへんお忙しい中、令和４年度の総合

教育会議にご出席いただきまして、誠にありがとう

ございます。 

教育委員の皆様方には、日頃から、豊後高田市の

教育のまちづくりに関し、ご理解とご協力をいただ

いていることに、衷心より感謝を申し上げる次第で

ございます。 

さて、ご案内のように本市では、移住・定住対策

や子育て支援による人口増施策に取り組んでおり

ますが、その成果が実をむすび、今年で 11 回目を

迎えた宝島社の「住みたい田舎ベストランキング」

では、人口別では、全部門４部門において、全国初

となる３年連続で第１位を独占し、全国で唯一、11

年連続ベスト３入りする快挙を獲得することが出

来たところでございます。 

また、県内で唯一、９年連続、転入者が転出者を

上回る、人口の社会増も達成できましたことは、本

市が誇る「教育のまちづくり」と「子育て支援策」

などが評価されたことの結果であり、たいへん嬉し

く思っているところでございます。 

一方、教育現場におきましては、新型コロナウイ

ルス感染症の影響により、教育活動に大きな変化を

求められてきましたが、５月８日からは、国の方針

としては、感染法上の位置づけを「季節性インフル

エンザ」と同等の５類に引き下げることが示されて

おります。このような国の方針に沿いながら、今後

も、子どもたちが、安心して教育が受けられるよう

関係者一丸となって創意工夫し、教育活動を充実さ

せていかなければならないと思っております。 

本日は、皆様から、お力添えをいただきながら、

未来を担う子ども達の教育に、全力で取り組んでま

いりますので、何とぞ、よろしくお願い申し上げま

す。 

 

３．教育長あいさつ 
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○市総務課長 安田 祐一 

それでは、続きまして河野教育長からご挨拶を申

し上げます。 

○教育長 河野 潔 

それでは皆さんこんにちは。 

特に市長におかれましては、先ほどごあいさつを

いただきましたけれども、多くの政策を実施してい

ただきまして、大変ありがたく思っているところで

あります。 

おかげで本市の幼稚園、小学校、中学校における

園児・児童・生徒は、少しずつではありますけれど

も、増加傾向にありまして、幼稚園は、満３歳児入

園ということもあって、見込みで 150人から 160人

を見込んでいるという状況でありますし、また、小

学生におきましては、来年度、入学生が 173名、中

学校が 177名と、これも少しでありますが、増加傾

向にある訳であります。それに伴いまして学級増と

いう定数法の中で、運がよければ増えるという状況

も現時点では生まれているところであります。 

大分県内でも、全国でも各市町村の園児・児童・

生徒が減少しておりまして、統廃合を余儀なくされ

ている、そういう議論がかなり沸騰している中にあ

って、私どもは大変ありがたく、そのおかげで、教

育行政あるいは、教育実践がそんな心配なく進めら

れていることはありがたく思っているところであ

ります。 

これからも恐らく豊後高田市は、園児・児童・生

徒の維持というのは、教育のまちづくりを進めるこ

とによって、維持できるものと確信をしているとこ

ろであります。 

本日は限られた時間でありますけども、ご指導・

ご意見をいただきまして、充実したものになれば、

ありがたいと思っておりますから、何卒、よろしく

お願いいたしまして、あいさつにかえさせていただ

きます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

４．協議・調整事項 

○市総務課長 安田 祐一 

それでは、協議・調整事項に移ります。 

会議は、豊後高田市総合教育会議運営要綱の第２

条第３項に基づき、市長が議長として議事進行を行

うこととなっております。 

佐々木市長、よろしくお願いします。 

○（議長）市長 佐々木 敏夫 

それでは、議長を仰せつかりましたので、議事を

進めてまいります。 

７つの項目について、協議・調整をお願いします。 

まず、１番目の「児童・生徒の学力、体力につい

て」事務局から説明をお願いします。 

○学校教育課長 衛藤 恭子 

こんにちは、学校教育課の衛藤です。私の方から

説明をさせていただきます。座って説明を申し上げ

ます。 

それでは、資料の２ページをお開きください。今

年度の各種学力調査の結果を記載しております。 

豊後高田市学力定着状況調査、大分県学力定着状

況調査、全国学力学習状況調査です。調査の名称に

もございますように、学力がどの程度定着している

のか学習状況がどうであるかを見取るものであり

ます。そのためこの結果につきましては、子どもた

ちすべてに個別に、それぞれの学習状況の個票が渡

されます。子どもたちはそれに基づいて、今の学習

方法がどうあるのか、自分の理解がどこまで進んで

いて、どこをもう少しがんばらないといけないのか、

ということを把握いたします。 

教職員の方は自分たちの授業のあり方がどうか、

もう少し改善すべき点が見出だした場合には、学校

組織として授業改善に取り組む。あるいは、個別指

導が必要な児童・生徒につきましては、適した個別

最適な課題を用意して取り組んでいく、そういった

ものの材料にする調査結果であります。 

では、全体的なものをご報告申し上げます。まず

１番目の豊後高田市学力定着状況調査は、12 月 15

日に実施をいたしました。これを以って本年度１、

２学期の子どもたちの学習状況がどの程度定着し

ているのかを読み取るものであります。 

結果としましては、この数字は正答率、問題に対

してどの程度、正答したのかというのを率で示した

数字です。指標といたしましては、目標値が記載さ

れておりますが、この目標値をクリアする点数であ

れば、１，２学期の学習が定着していると見取れる

とご覧になっていただければと思います。 

そうすると色をかけている部分は、クリアできて

いる教科になります。一方で白塗りのところは、課
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題が残った状況であります。 

中学１年生の英語は僅差でありますが目標値に

達成しておりません。社会につきましては、３ポイ

ント強追いついていない状況が見て取れます。それ

から中学校２年生につきましては、数学が 10 ポイ

ント近く、英語も 10 ポイント近く差が開いており

ます。理科と社会につきましては、僅差であります

が目標値には届いていない状況になります。 

これが 12月 15日に実施をしてですね、各学校で

は即自己採点をして、課題を明らかにし、その後に

学校の中で対策委員会等を開きながら、１月２月と

改善に向けて取組みを進めております。 

では、遡りますけども、大分県の学力定着状況調

査につきましては、年度初めの４月 26 日に実施を

されました。小学校５年生につきましては、大分県

と比較をする数字になっておりますが、こちらは正

答率ではなく、偏差値での記載ですので、50を取っ

ていれば定着していると見て取れます。 

小学校５年生につきましては、国語、算数、理科

に定着が図られたと評価をしております。中学校２

年生につきましては、英語の知識と活用がどちらも

偏差値 50 には届いていない結果となっております。

ただ、昨年度の中学校２年生と比較しますと、ここ

には記載はございませんが、昨年度も課題が残った

ということでお伝えをしたと思うんですが、その成

果が一定程度表れて、ポイントとしては、昨年度の

中学２年生と比較しますと延びているというよう

な結果にあります。 

最後に全国の学力・学習状況調査こちらは４月

19日に実施をされ、小学校６年生、中学校３年生の

結果となっております。この数字も正答率で表記し

ておりまして、比較対象としては全国の数値、大分

県市町村立の学校の平均正答率と比べております。

色がついている部分は、全国、県に比べて正答率も

高かった評価になります。白塗りの方は逆に全国、

県に比べると若干低かったというふうになってお

りますが、こちらは差が低かったということで、小

学校６年生・中学校３年生のスタートはしっかりき

れたというふうに評価をしております。 

現在、特に市の調査結果を基にして、各学校では

学力向上会議を学校ごとに開催し、地域の方々や県

の教育委員会の方々と協議を含めて、３月の１カ月、

４月に向けて、本年度中に学校で身に付けるべきも

のを、しっかりと身に付くような授業改善と子供た

ちへの個別指導を行っていくよう計画しておりま

す。特に ICTをしっかり活用して、個別最適なドリ

ル問題等も入れておりますので、そういったソフト

も活用しながら、やっていきたと思っております。 

もう一点、特に子どもたちに必要な思考力・判断

力・表現力とか、多くの情報から必要なものを取り

出して、一定の自分たちの考えを記述するといった

ところが要素となっております。自分で考える力を

持って友達等との会話を通して、考えを深めて行っ

て、最後、自分の言葉で表現するといった経験を積

めるような授業展開に改善していくことを今も進

めておりますが、更に充実する必要があると考えて

おります。 

以上です。よろしくお願いします。 

○市長 佐々木 敏夫 

ただいま、事務局から説明をいただきましたが、

皆様方から、ご意見等をお聞かせ願えたらと思って

おります。 

ありませんか。なかった場合、すべて終わった後

でも、聞かせていただければありがたいと思ってお

ります。 

それでは、次に移りたいと思います。 

２番目の「部活動の地域移行について」、事務局

から、説明をお願いします。 

○学校教育課長 衛藤 恭子 

大変申し訳ございません。私の説明が学力のとこ

ろで切ってしまいました。体力の方の説明が抜けて

おりましたので、今から説明してもよろしいでしょ

うか。 

○市長 佐々木 敏夫 

 はい、いいですよ。 

○学校教育課長 衛藤 恭子 

 では、資料の３ページをお開きになってください。

全国体力・運動能力調査の結果です。 

まず小学校の方ですが、新聞等でも報道がありま

したので、ご存じかと思いますが、大分県自体が全

国の中でも体力運動能力の結果が良くなっており

ます。その中でも豊後高田市の子どもたち結果は非

常に良い結果と報告を受けております。グラフの上

段が男子となっております。青が豊後高田市の結果
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です。緑が大分県全体の結果です。赤のラインが全

国の基準になります。全国を 50 としたときにどの

ような伸びかを見てください。すべての項目で全国

値・県を上回った状態となっております。一点です

ね、上体起こしが下がった状態になっております。

柔軟性が問題ということで、各校、柔軟性を高める

運動に取組みつつあるところです。 

下の段が女子の結果になっております。薄い緑が

豊後高田市、濃い緑が大分県、全国・県と比べても

非常に良い結果となっております。 

めくっていただきまして４ページ中学校の方で

す。男子につきましても、長座体前屈は、全国より

も若干低く、県よりも低くなっております。その他

の分については結果が良くなっております。 

下段、女子の結果ですけども、長座体前屈が若干

低くなっております。その他のところは良い結果と

なっております。これはですね、授業改善をしっか

り行っています。体育の中で、運動量の確保、考え

るような体育の授業にしていくことで、運動能力が

高い子どもも、運動が苦手と思っている子どもも、

しっかりと意欲を持って体育の授業に取り組める

ような授業改善の結果というふうに考えておりま

す。 

また大分県全体で、一校一実践という取組みをし

ておりまして、コロナ禍であっても、自分で運動が

できるようなものを身に付けさせて、毎日継続させ

ることによって、この状況になっていると各学校か

ら伺っております。 

よろしくお願いをします。 

○市長 佐々木 敏夫 

 はい、体力の問題についても説明がありましたが、

併せて、ご意見がありましたらお願いします。 

○委員 大嶽 由美子 

 学力についても、体力についても、概ね良い傾向

で安心しています。体力の方は、昔の体育の授業は

先生たちが笛を吹いて、ゲーム的なことをして終わ

るということが、よく見かけていたと思うんですが、

考える体育ということで苦手な子も楽しく取り組

んできた結果が、このような成果が表れているんだ

なと安心しています。 

学習についても、会議をするからよくなるという

ことではないんですが、どうやって一人一人の力を

伸ばすかいうことで、現場の先生方は色々考えて、

一人一人に取り組んできた結果だなと思います。 

これまで市長が支えて下さった教育施策のお陰

だなと思っております。これからもよろしくお願い

します。 

○市長 佐々木 敏夫 

 はい、ありがとうございます。 

○委員 宮﨑 みゆき 

 結果だけなんですが、体力については運動が得意

な子が多いんだなと思います。特に小学生の女の子

が元気が良さそうなので将来が楽しみです。 

 体育の授業なんですが、訪問して見させていただ

いたら、ICT を使って、I パットで写して、後から

自分がどんなふうにやっていたかを確認できるの

で、そういった ICTを使った取り組みが、すごく効

果的になっているんじゃないかと思います。 

○委員 高井 郁郎 

私からはワンポイントで、中学校２年生の英語だ

けが悪いようですので、前にも言いましたけれども、

どういう授業をされているかわからないので、あま

り、言えないんですけども、私が思うのに難しい文

法はいらないと思うんですね。基本的な主語と述語

を英語が苦手な子どもがちゃんとわかっているか

確かめて、英文が２年生、３年生になったときに難

しくなったときに、どれが主語でどれが述語をちゃ

んとわかっているかどうかを確かめた方が良いよ

うな気がします。 

細かい文法は私はそんなにいらないと思う。つつ

くつもりはないんですが、文章の骨組みがちゃんと

解かっているかどうかを押さえておく必要がある

と思います。 

英語も日本語もそうだと思うんですが、主語と述

語、骨組みがちゃんと解かっているかどうか大事だ

と思っています。 

○市長 佐々木 敏夫 

 はい、ご意見ありがとうございました。 

 それでは次に移ります。２番目の「部活動の地域

移行について」事務局から説明をお願いします。 

○学校教育課長 衛藤 恭子 

それでは、資料の６ページからをご覧になってい

ただきたいと思います。 

６ページの内容と７ページの内容が重複する内
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容となっておりますので、７ページの豊後高田市部

活動の地域移行ガイドライン（概要）に沿って、ご

説明を申し上げます。 

こちらも報道等で話題になっているところです

ので、お聞きになっている内容もあろうかと思いま

すけども、国の方向性としてですね、少子化が進む

中で将来に渡って、生徒がスポーツ、文化・芸術活

動に継続して親しむことができる機会を確保する

という大きな方針の中で、現在、中学校の方で指導

がなされている訳ですが、やったことのない種目を

担当する教職員がいる状況ですとか、少子化が進む

中でチーム編成が難しくなっている状況ですとか、

学校の教育内容の見直しが図られていることも含

めて、部活動を学校主体から地学校と連携して行う

域のクラブ活動に移行していくということが推進

をされております。 

２番目の白丸になりますけども、「地域の子ども

たちは、学校を含めた地域で育てる。」という意識

の下、生徒の望ましい成長を保証できるよう、地域

の持続可能で多様な環境を一体的に整備していく

ことも方向性としてあります。子どもたちがしっか

りと競技力を高めて、勝利に向かってやっていきた

いという関わり方とスポーツを親しむということ

で、文化芸術もそうですけれども、やっていきたい

という子どもたちが一緒に活動しておりますが、そ

ういったことを住み分けてやっていくような方向

も検討がなされております。 

３番目の白丸です。それでまずは、休日における

地域の環境整備を推進して、できたところから、地

域移行を進めて行ってはどうかということ、その上

で平日の環境整備も整ったら、平日の方も移行して

いくというような国の方向性であります。 

令和５年度、来年度から令和７年度までの３年間

をこの部活動の地域移行の改革推進期間として、地

域の実情に応じて、可能な限り早期の実現を目指す

ということが国の方向性であります。 

そのことを受けまして、豊後高田市では今年度か

ら準備を進めるための各種検討会等を持ちながら、

現状の部活動等の状況を整理して、どういった形で

やっていけるだろうかという検討を始めたところ

であります。 

国の方向性と豊後高田市の理想数を踏まえて、一

人一人のニーズに応じたスポーツ、文化・芸術活動

を整えるために長期的視野で計画的に進めて行こ

うということを共有しております。 

そして令和７年度からを目途として、休日の指導

から順次移行していければと考えておりまして、

NPO法人地域総合型スポーツクラブ TMKチャレンジ

クラブがございますので、そちらを母体とした地域

移行を検討しております。その表がどういうふうに

変わっていくかをまとめたものになるんですけど

も、指導者が学校の教員、部活動指導員として、地

域の方々も入って指導いただいておりますが、これ

が地域移行すると地域の指導者が主たる指導者と

なります。ただし、教職員の中で部活動の指導を行

いたいと考える教員は、兼職兼業という考えで、指

導に関わっていきます。参加者は、今は学校の生徒

あるいわ合同チームも組んでおりますので、２校で

チーム編成をしたりしておりますが、全体的に地域

の生徒が、それぞれやりたい種目をやれるようなチ

ーム編成になっていきます。そうすると場所もです

ね、今は学校の施設のみですけども、ゆくゆくは競

技によって、場所が指定されていくようなイメージ

を持っております。その下の方に、地域移行のため

の組織を編成して行っていることとか、各種団体等

の現状把握をやっているところでありますが、④か

らが若干の課題として、私たちも検討しないといけ

ないものとして整理をしております。まずは、指導

者の確保であります。それから、⑦の子どものスポ

ーツ・文化活動をどのくらい機会が確保できるのか

ということ、送迎、移動等もありますし、練習中の

事故等への対応等、様々な健康安全確保をどうして

いくのかということ、そして、財源をどう確保して

いくのかといったことが全国的に課題となってお

りますし、本市でもこの点については、詳細に検討

していかねばならないというふうに考えておりま

す。現在ですね、地域移行を周知するリーフレット

８ページに記しておりますけども、こちらを保護者

や子どもたちに配って、中学校の部活が変わってい

くんだよということをお知らせしているところで

あります。加えて、幼稚園の年長さんから中学校ま

での保護者さん向け、それから、小学校５・６年生、

中学生にアンケートを取って、先週の金曜日までに

お答えいただくようにしておりましたので、集約を
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始めているところではあります。ざっと整理はでき

ていないんですが、部活動の地域移行について、生

徒はどう思うのかを数字的には、肯定的な意見が

58％です。どちらかと言えば反対と思っている生徒

が 23％、わからないと答えているのが 20％ぐらい

であります。児童と生徒が合わさっておりますので、

こういうような状況です。 

保護者の方の今のご意見としては、地域移行につ

いて肯定的なご意見が 63.4％、どちらかと言えば

反対を含め、反対が 9.8％、わからないと答えた方

が 27.2％というようなアンケートの結果になって

おりますので、こういったことも含めてですね、今

後さらに地域移行に向けて、進めてまいりたいと思

っております。以上です。 

○市長 佐々木 敏夫 

はい、説明をいただきましたが、ご質問等をいた

だきたいと思います。 

○委員 大嶽 由美子 

 私も以前から部活動については、いろんな問題が

あるなと思っていたんですが、こういうふうに地域

移行するという傾向は、とても素晴らしいんではな

いかと思います。子どもたちが長い期間、地域の中

で、育っていったり、生活していく上で、地域の方

と一緒にスポーツをするっていうことは、これから

の人生にすごいプラスになるんではないかと思い

ます。 

 それから、その時だけではなくて、ずっとスポー

ツをするっていうことは、本当に貴重な体験になる

んではないかと思うんですが、問題は地域の方に指

導者がおられるかっていうことで、いろいろ課題は

多いと思うんですけど、是非、そういう方向で子ど

もたちの人生のプラスにしていくためにも、こうい

う方向で取り組んでいくのは良いのではと思って

おります。 

○市長 佐々木 敏夫 

 今の問題について、何かあれば。 

○教育長 河野 潔 

 はい、補足で。国の流れの中で、スポーツだけで

はなくて、文化・芸術の方も部活動ということで、

どうしてもスポーツは不得意だと、私はもっと文化

芸術の方で伸ばしたいんだということで、個性を伸

ばすような、そういう機会も与えていくべきではな

いかという論議の中で、併せて文化庁が取り組む文

化芸術の部をぜひ作ってほしいという方針も出て

おりますので、現在では文化部として、茶道部、舞

踊部、これは主に草地踊り保存会の関係で舞踊部、

それからもう一つ科学部、これから未来に向かって

科学技術がどんどん進展する中、科学部。今現在、

三つの要望が学校から上げられておりまして、指導

者も含めて現在、検討中であります。 

 なお、文化部にもスポーツの部にも両方に所属す

ることも可能な状況を作っていくということで、現

在、話を進めています。 

○市長 佐々木 敏夫 

 はい、ありがとうございます。 

 よろしいでしょうか。 

 それでは、ないようでありますので、３番目の「学

校等における新型コロナウイルス感染症への対応

について」事務許からお願いします。 

○学校教育課長 衛藤 恭子 

それでは、資料の 10ページをご覧ください。 

長きに渡って、新型コロナウイルス感染症への対

策を学校現場で続けてまいりました。子どもたちの

健康と命を守ることを第一義としながらも、学びを

止めないと、そういった教育活動を共存していくと

いうことを進めてまいりました。先週から本日まで

ですね、私の方に報告を受けている子どもたち、教

職員の新規感染者はいません。随分と学校の方も落

ち着いてきたかなと感じております。ただ、感染防

止対策の徹底というものは引き続き行う部分はや

っていきたいと思っております。ここに記載してお

ります４つの点については随時ですね、学校の方も

当たり前な生活様式として導入して感染者が拡大

することのないように努めてまいりました。しかし

ながら、感染が拡大した時期も今年度２回ほどござ

いました。その場合には学校医の先生方とも各学校

相談をしながら、臨時休校、学級閉鎖等の対応をし

てまいりました。新型コロナウイルス感染症への対

策が始まった時との大きな違いは、一人一台のタブ

レット端末が学校に入り、環境も整いオンラインで

の授業ができるようになったことは、非常にありが

たかったな思っております。子どもたちの健康状態

もどうかということも画面を通して、確認すること

ができますし、臨時休業等を行っていなくても、感
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染の不安から学校を休む子どもたちも一定数おり

ました。そういった子どもたちに対しては、現在も

ですね、通常の授業をズームで配信して、自宅から

学校の授業を受けるといったこともできるように

なってまいりました。このことによって、後の議題

にもありますが、学校の教職員の ICTの活用力もぐ

んと高まったなというふうに思っております。 

学校再開にあたっては、非常に広がっていた時期

は抗原検査キット等も活用させていただきました。

教育活動を制限することもありましたが、みんなで

命と健康を守りましょうということでご理解をい

ただきながら、進めてまいりました。 

いよいよ５月８日からは、少し状況も変わるよう

に聞いておりますが、今年度末の卒業式、すいませ

ん、令和５年度となっておりますが、令和４年度に

訂正をお願いします。令和４年度の卒業式につきま

しては、コロナ前に一気に戻すのではなく、各小学

校、中学校の規模に応じてですね、若干参加人数の

制限をしたり、時間については短縮するという方向

で考えております。 

学校運営協議会の皆さん方は、卒業式にお招きす

る方向で各学校は考えております。マスクの扱いに

ついて、国の方からかなり緩やかな方針で通知が下

りてきておりますが、大分県の考え方として、大分

県の卒業式が入試の前に実施されるということも

ありますので、卒業式につきましては、発生を伴う

場面は、マスクの着用は基本的に行うように考えて

おります。着脱につきましても、基本的なことは子

どもたちに伝えますけれども、子どもたちの外した

くないという思いもありますので、そういったこと

は尊重しながら、それぞれの状況に応じた柔軟な対

応をするように考えております。 

以上であります。 

○市長 佐々木 敏夫 

 はい、ありがとうございました。 

 これについて、何かご意見等はありますか。 

○教育長 河野 潔 

 ３月３日が中学校の卒業式があります。その時に

陽性者でしたら、もちろん出席できませんし、高校

入試が３月７・８日。そうすると、ここで陽性にな

った時には追試験という形でしか実施できずに、３

月 23 日に高校入試の追試を受けることになります。

ですから中学校は、全県的に規模縮小と、そして来

賓なしでいこうとで、ある程度のガイドラインを示

しておる訳であります。 

小学校については、今、課長が言いましたように

少し緩和したい。規模によっていろいろな対策を検

討中というところであります。 

現時点では委員さん方には特段、卒業式で来賓と

して卒業式の案内はいかないということになりま

すので、よろしくお願いします。 

○市長 佐々木 敏夫 

 コロナ対策については、良いですか。 

 はい、それではないようにありますので、次に移

らさせていただきます。 

 ４番目の「学校情報化について」事務局から説明

をお願いします。 

○学校教育課長 衛藤 恭子 

 それでは資料の 12 ページ 13 ページをお開きく

ださい。 

 先ほども宮﨑委員さんからも体育の授業場面で、

ICTを活用して、非常に子どもたちの学習意欲が高

まったりとか実際の技能が高まったりということ

を見て取っていただいて大変ありがたく思ってお

ります。 

教育情報化の推進を国が進めております。この資

料に中には記載してないんですけども、文部科学省

の方でですね、学校教育の情報化に関する目標を高

校を除いて大きく４点示しております。一つが授業

において ICT を活用して指導する教員の能力です。

国全体で 2021年度 70.2％でした。本市、現時点で

100％活用して使用する能力が付いたと評価してお

ります。 

それから一人一台端末を授業で参地に活用して

いる学校の割合が、約 60％が全国の数値でありま

す。本市では、ほぼ毎日、ほぼを取っていいくらい

毎日活用しております。それから４つ目に端末の使

用の家での持ち帰りの状況ですが、こちらも準備が

できているのが国全体で 95.2％です。うちは 100％

でありますし、実際の持ち帰りも資料の 13 ページ

には記載しておりますが、一部の学年を除いて端末

を持ち帰っているという状況であります。 

それから先ほど申し上げました臨時休業等の際

に ICT 端末を活用している状況も国全体では
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84.4％のところを豊後高田市では 100％活用とい

うことで、情報化については積極的に進めさせてい

ただいております。このことを支えているのが 12

ページに記載している事業なんですけども、重点目

標は昨年度来、変わっておりませんが、必要な資質

能力を育成するために効果的に ICT を活用してい

くということ、２点目に教職員の効率的な事務等を

含めてですね、働き方改革を推進していくというこ

とを目標に進めております。活用の実際の中で、大

きく三つ取り組んでおります。 

一つ目が ICT活用推進協議会、各学校の情報担当

者に集まっていただいて、年４回、各学校の状況で

すとか課題等を出しあいながら、解決策を検討し実

施していっております。デジタル教科書、学習者用

も含めて、随分と学校の中にも入っておりまして、

その活用についても効果的な方法の研修を進めて

おるところであります。（２）でそういった研修を

リードするために ICT 活用推進校を４校指定いた

しまして、実際に授業でどう扱ったら効果的なのか、

家庭学習でどう扱ったらよいのか等を ICT サポー

ターを配置しながら研究を深めております。深めた

研究については、先ほどの推進協議会等で還元する

ことで広めていくという体制をとっております。３

点目に ICT の特性を活用した新たな取組みという

ことで、今年度、豊後高田市内の小規模校と九重町

の学校とを複数校繋いでですね、協調学習という形

で、東京大学と研究が始まったコレフという団体が

あるんですけども、そちらと連携をして、他校とオ

ンラインで子どもたちが授業をするということに

取り組みました。実際にその場であった初めて人た

ちとコミュニケーションを取る難しさとか、逆に面

白さとか、考えを出し合う有用性等を子どもたちの

感想から聞き取れています。 

２点目には技術科の教員が全県的に数がおりま

せんので、そういった専門性の高い教科について、

大学の先生が大学から遠隔授業を行って、技術科の

特にプログラミングの学習について、授業を行うと

いう取組みを行いました。田染中学校の方で実践を

させていただいたところです。それから教職員向け

には研修のために移動する時間も省略するという

こと、誰でも研修が受けられるということで、市の

教育委員会主催の研修をオンラインで年間７回で

すね、実施をしてみました。非常に好評で、こうい

ったことも ICT活用を進めるうえでは、非常に効果

的だなと感じております。 

活用の現状につきましては、先ほども 100％と報

告をさせていただきましたが、学校での活用は順調

に進んでいるところであります。資料の 13 ページ

のところはメンテナンスの欄を見ていただきたい

んですけども、家庭にほぼ毎日持ち帰っていますの

で、どんなふうに子どもたちがタブレット端末を使

っているのか、不具合は生じていないかとかという

ことと、少し良くない使い方をしていないか等もチ

ェックするために、そこに書かれている頻度でそれ

ぞれの学校の教職員が子どもたちの使用状況を確

認しているというようなことであります。 

まだまだ効果的な活用については研究しながら

やっていきたいというように思っております。 

以上です。 

○委員 松成 康男 

 ICTに関しましては、先ほど説明がありましたよ

うにコロナ禍によってかなり進んだかと思います。

せっかくの素晴らしい環境が整っているので、今後

も積極的にやってもらえたらと思います。 

○市長 佐々木 敏夫 

 はい、それでは次に進ませていただきます。 

 次に５番目の「学校施設の長寿命化について」事

務局から説明をお願いします。 

○教育総務課長 植田 克己 

 教育総務課の植田でございます。 

 よろしくお願いします。それでは座って説明をさ

せていただきます。 

 資料については 15ページをご覧ください。 

 例年、皆様方にお知らせをしておるんですが、こ

の表は、平成 30年度に策定いたしました、「学校施

設等長寿命化計画」の、各施設の健全度と重要度を

点数化し、施設整備の優先度を判定したものとなっ

ております。一番左上の優先度 1が、優先度が高く、

早急に整備を行わなければならない学校という事

になっています。 

 具体的には、次のページの横開きの表を見て頂き

たいのですが、各学校ごとの校舎や体育館など、個

別の劣化度の評価をしています。 

 特に表題の右から 2 番目、茶色で白抜きの部分
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「劣化状況評価」という欄がございます。この部分

につきまして各学校の施設の屋根や屋上、外壁など、

どこが悪いのかっていうのをＡからＤまでのラン

クで評価しております。 

 この中で、Ｄ判定となっている部分が、「劣化の

程度が大きく、安全上、機能上に問題があり、早急

に対応する必要がある箇所」となっております。 

 そのため、計画策定後、そのＤ判定の部分を優先

的に、毎年度改修を行っております。これまで高田

小学校「管理・特別教室棟」「教室棟」の屋上・外

壁の全面改修、桂陽小学校の「教室棟・管理棟」の

屋上・外壁の全面改修を行ってまいりました。 

 本年度につきましては、桂陽小学校屋内運動場・

体育館の大規模改修をすでに終了しておりまして、

併せて呉崎小学校の外壁の補修、河内中学校の屋内

運動場・体育館の屋根防水工事等を実施していると

ころでございます。それが赤字で実施済み・改修済

みと書いておる部分でございます。 

 来年度につきましては、３月の定例会、当初予算

に計上予定としておりますが、草地小学校の管理・

特別教室・教室棟の外壁の補修、香々地中学校の管

理教室棟の外壁補修を行う予定というふうに考え

ておるところでございます。 

 そういった来年度部分で、この表にあるＤ判定の

部分の改修はほぼ終了するかなと思っておるとこ

ろですが、この表がですね、平成 30 年に計画を策

定したということもありますので、今後は、Ｃ判定

の部分もいずれ改修が必要となってくこと部分も

あろうかと思いますので、この部分については、引

き続き、学校施設の状況を教育委員会で確認しなが

ら、今後、必要な部分については、改修を考えてい

きたいと、そういうふうに考えているところであり

ます。 

併せて、この施設の表には出ていないんですが、

１月の定例教育委員会で皆様にお知らせいたしま

したけども、高田小学校の隣接用地につきましては、

12 月議会において、取得議案の議決をいただきま

したので、２月 10 日に既に、農業委員会へ 5 条の

転用許可申請を提出しております。今後、３月に農

業委員会の許可がおりる予定となっておりますの

で、その後、所有権移転登記ということで、市の方

に名義を変えさせていただいて、来年度には一部造

成工事を行いたいと考えております。 

以上でございます。 

○市長 佐々木 敏夫 

 はい、これについて、何かご意見があればお願い

します。 

ないようですので、次に６番目の「いじめ防止及

び不登校対応について」事務局から説明をお願いし

ます。 

○学校教育課長 衛藤 恭子 

 それでは資料の 18 ページ 19 ページをご覧にな

ってください。 

 まず、18ページでございますが、令和４年度２学

期末までのいじめ調査結果をお示しいたしており

ます。 

 いじめの定義に基づいて、早期に気付き、急ぎに

対応することによって、子どもたちの不安等、人間

関係の不具合を解消していくというような取り組

みを続けてきております。その結果といたしまして、

いじめを認知した学校数につきまして、小学校が

11 校中、11 校、認知件数は 180 件。中学校につき

ましては、認知した学校が５校、認知をしないとな

ったのが１校、認知件数は 70件となっております。

小中合わせますと 250件、２学期末にいじめの認知

をして対応しているところであります。 

 ２学期末時点の状況ですが、右側に記載をしてお

ります。小学校については、解消したのが 60 件、

取り組み中が120件、中学校が解消したのが40件、

取り組み中が 29 件となっております。委員さん方

もご存じのとおり、解消につきましては、事案が起

こってから３か月を経過した時点で、そういった行

為がないとか、そういった心理的な嫌な気持ちとい

うのもなくなっているのを本人、それから保護者に

も確認した上で、解消ということになりますので、

取り組み中の数がこういった数になっております。 

学校と教育委員会といたしましても、しっかりと対

応して子どもたちの人間関係がうまくいくように、

不安が取り除かれるようにと取組みを継続してい

るところでございます。 

中段の棒グラフでは過去５年間のいじめの認知

数の推移を記載しております。あまり増減なく一定

数の認知をしております。それから下段には過去５

年間の２学期末の不登校の推移を記載しておりま
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す。2022年度、今年度は小学校が４人、中学校が 16

人の不登校の状況にございます。特に中学校が多く

なっているんですけども、教育支援センター・ビリ

ーブと連携をして、休校している子どもさん、学校

の中で別室登校によって支援を受けている子ども

さん、なかなかお家の方から、学校支援センター・

ビリーブにもまだ難しいという子どもさんについ

ては、担任等の家庭訪問、それから今は、スクール

ソーシャルワーカーが非常に専門性を持って活動

してくださっていますので、ソーシャルワーカーが

家庭訪問したり、病院受診に繋げたりとそれぞれの

子ども達の状況に応じた連携を促進していただい

ております。 

19ページには、来年度、いじめの対策についてど

のように行っていくかということを記載しており

ますが、令和４年度に引き続いてですね、未然防止、

特にわかる授業、楽しい授業がベースになろうかと

思いますが、そこをベースにした上で居場所と絆が

ある学校・学級づくりを行ってまいりたいと思いま

す。人間関係づくりプログラムを県あげて取り組ん

でおりますが、本市では、週一回、短時間ではあり

ますが 15 分から 20 分のプログラムで継続してソ

ーシャルスキルを高めたり、自分の考えを相手に上

手く伝えるためのスキルを磨いたりと、そういった

ことも取り組んでおります。 

学校アンケートにつきましては、多くの学校が年

間３回から４回、４回以上やっている学校もありま

すが、定期的に子どもたちの状況を把握するように

努めております。 

大きな２番目で早期発見ということで各学校校

内の支援委員会を定期的に開いたり、特別に事案が

発生したときにはケース会議等を開きながら、個別

の検討については迅速な動きを作るということが

随分と検討してきたと思っております。 

３番目の解決支援に向けては、丸印の三つ目です

けれども、各学校に教育相談コーディネーターの役

割を位置付けておりまして、この方々を中心に先ほ

ど申し上げましたスクールソーシャルワーカーで

すとか、スクールカウンセラーとの連携の核となる

よう体制の構築をしております。特に（２）で書い

ておりますけども、指導の経過記録をしっかり残す

ということと、年度替わりに学年が替わるタイミン

グで、しっかりと情報を引き継ぐということ、学校

が小から中へ替わるとき、中から高へといったとき

にも、保護者さんと本人の同意を得ながら、情報を

次の学校に上げていくということを丁寧に行って

まいりたいと考えております。 

４番目に市教育委員会・関係機関との連携強化と

いうことで、今年度も３月中旬にいじめ問題等対策

協議会を開催いただきまして、広くご意見をいただ

きながら、検討してまいりたいと思っております。 

 以上です。 

○市長 佐々木 敏夫 

はい、ありがとうございます。 

それでは、皆さん方からご意見をいただきたいと

思います。 

○委員 大嶽 由美子 

 子どもたちにとって、居場所のある学校づくりと

いうのが、一番大きいと思います。いじめや不登校

にならないように学校全体で取り組んでいると思

うんですが、段々、数としては、少なくなっている

傾向かなと思います。これも学校現場の先生方のご

努力のお陰だと思いますし、これが将来の子ども達

の、大きくなったときに尾を引かないように、子ど

もの内にしっかりと見守って欲しいなと思います。 

○委員 松成 康男 

 いじめに関してはかなり難しい対応を迫られる

問題だと思うんですけども、昔でももちろんあった

と思うんですけども、最近、特に先生方の生徒・児

童に、放課後とか授業がない時に子ども達に接する

時間というのが、これは僕の想像なんですけど、非

常に限られてきているんじゃないかなと、いろいろ

仕事とかに追われて、そういったとこまで目を配っ

てやれないというか、気づきが出来にくい環境にあ

ると勝手に思っているんですけども、そこら辺をう

まいこと、何とかそれぞれの児童生徒の変化を見抜

くことが出来れば、そこで、ちゃんと話が出来れば、

少しでも改善できることもあるのかなと思います。

かと言って生徒児童それぞれ、一人一人にいつも話

を聞くというのは難しいと思うんで、その辺は、ち

ょっと前から働き方改革というのもありましたし、

先生方がものすごく残業が大変という話もありま

したし、学校から早く帰らないといけないというの

もありますし、難しいと思うんですけど、もうちょ
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っと人間的な結び付きがあったらいいのかなと個

人的な意見としては思います。 

○学校教育課長 衛藤 恭子 

 今の件なんですけども、学校の働き方改革、その

言葉が先に出ているんですけども、何のためにする

のかというと、子どもと向き会う時間を確保するた

めのものだと、委員さんおっしゃる通りのことがベ

ースにあります。そのために事務の効率化のために

ICTの活用で支援システムを導入して、徐々にそこ

も機能し始めているところ、それからチーム学校と

いうことで、教職員以外の専門スタッフですとか、

本市特別教育支援員ですとか、学習指導員スクール

サポートスタッフ、様々に市の方で配慮していただ

いて、多くのスタッフが学校現場に入っていただい

ております。チームとして学校機能を機能させてい

くことによって、委員さんおっしゃってくださった

子どもの些細な変化を見逃さず、そこで、対応でき

るように、多くの目で見ることによって、複眼的に

その子の状況を捉えるとか、そういう学校づくりを

今、進めつつあります。 

 まだまだ、十分ではなく見逃していることも多い

んですけども、そういった意味での働き方改革を進

めています。 

○委員 高井 郁郎 

 いじめに関しては、当事者が本当に切実なことだ

と思いますので、私もいろいろ調べたんですけども、

悪い者に、良くないことに同調しないことが、一番、

私が言いたいことです。今の子どもはみんなと同じ

じゃないと不安な傾向にあるように思うんです。持

ってる物にしても、いろんな格好にしても、みんな

と同じじゃないと不安というような傾向があるよ

うです。そうならないようにするためには、日頃か

らというか、小さいうちから、人と違って当たり前

ということを教師なり親なりが常日頃から、口にし

て、友達の顔を見てごらん。あなたと違うでしょ。

みんなそれぞれ違うんだ。誕生日だって、違うでし

ょ。違って当たり前ということを教えることが大事

と思います。 

 後、親とか教師とか、勉強ができる、できんより

も、もっと大切まことがあって、人をいじめたり、

困らせたりすることは人間として駄目だよという

ようなことを、小さいうちから教えることが大事だ

と思います。 

 それからもう一つ、さっきと同じようなことです

けど、今の子ども達は空気を読みすぎる傾向にある

ので、逆に空気を読むなら、クラスの中で悪い者に

同調しないような空気というものを作るように教

師がしたらどうかなと考えておるところです。 

 それからもう一つ、昔から「気は優しくて力持ち」

という言葉があるかと思うんですけど、これを利用

して幼稚園なり小学校低学年の子どもに力の強さ

とか元気で人を巻き込むような子どもがおったら

「気は優しくて力持ち」だよねと褒めてあげると小

さい子どもはその気になって、自分が優しい人間と

して見られているんだなと期待されているような、

ラベル効果といいますか、レッテル効果といいます

か、そういうふうなことで、「気は優しくて力持ち」

の昔からの言葉を上手に利用してはどうかなと考

えています。 

○市長 佐々木 敏夫 

はい、よいでしょうか。 

次に移ります。 

「園児・児童・生徒数の推移について」事務局か

ら説明をお願いします。 

○学校教育課長 衛藤 恭子 

 資料の 21ページをご覧になってください。 

 先程来、若干、話にも出ておりますけども、令和

５年度の児童、生徒、園児の見込の人数の記載をし

ております。1500 人台を小中学校は維持をしなが

ら、若干増えてきている状況もございます。この１

月・２月に転入のお話を数多くお電話をいただいて

おりまして、現在ですね、臼野小学校と三浦小学校

は欠学年があるんですけども、来年度は、全ての学

年に子ども達がいる状況で、市内全域で欠学年がな

くなる状況の見込みとなっております。大変ありが

たいなというふうに感じております。それから下段

の方に公立幼稚園の園児数を記載しております。満

３歳児を受け入れられるように、人的な面もご配慮

いただき来年度は現時点で３歳児からの数になっ

ておりますが、お誕生日になって３歳になったら幼

稚園にくる子もおりますので、夢いろ幼稚園では

18 人、キラリいろ幼稚園でも６人はプラスで受け

入れられる枠は出来ておりますので、そういった形

で、幼稚園の方もしっかりと取り組んでまいりたい
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と考えております。 

以上です。 

○委員 大嶽 由美子 

これは市長が、真玉と都甲の方に建設していただい

た土地に新しい家を建てて移り住んだというご家

庭の人もたくさんおられて、その効果は本当に大き

いなと思っております。たまたま私も孫がキラリに

行っていて、保護者の方と話す機会もあるんですけ

ども、豊後高田の厚い手当が本当に助かっていると 

よく聞きます。そういうような効果が園児や児童や

生徒数の増加に本当に繋がっているんだなと思わ

れますので、ありがたいなと思っています。 

 引き続きよろしくお願いします。 

○委員 宮﨑 みゆき 

 私もですね、買い物とかに出掛けると他県からの

方って何となくわかるんですけど、必ず小さい子ど

もさんを連れてたりするので、どこからきたのかな

とか、豊後高田に来てくれてうれしいなとか思いま

す。あんまり感じなかったんですけど、最近、特に 

そういった方を見かけるのでうれしいなと思って

います。 

○市長 佐々木 敏夫 

 はい、他にないですか。 

 なければ、それでは次に入りますが、協議・調整

事項については終わりますが、せっかくの機会です

ので、全般に説明のあった問題、それ以外でも結構

でありますので、ご意見をいただきたいと思います。 

○委員 松成 康男 

 先程、部活動の話のところで、自分が具体的な案

とかないので、言うか迷っていたんですけども、地

域に部活動の移行は非常に良いことだと思います

し、私も必然だと思うんですけども、やっぱり小規

模校とかであれば、団体スポーツはできませんし、

個人のスポーツをするにしても、人数が集まって切

磋琢磨してやると成績も上がると思いますし、人間

関係もできると思うんですが、その際にネックとな

るのが、移動なんですよね。自分が香々地地区に住

んでいるので、何かしたいと思って、旧豊後高田あ

るいは、市を越えてどこかに行ったりとか、かなり

移動に制約があったりしますので、もし例えば将来

的に各地区で何か始まったりすると移動する具体

的なものがないんですけども、例えば、チームとか

文化的な活動をする所が、バスを出すなり、個人で

送迎するなりしたときに、できれば市として、補助

とか助成とかそういうのがあれば、そういったこと

がやり安くなるのかなと思ったりしますので、今後、

そういった動きになった時には、市としてお力添え

があればありがたいのかなと思ったりしました。 

○教育長 河野 潔 

今、中体連の方で問題として、課題に挙がってい

るのが、今、委員さんが言われた移動手段・移動方

法、そして万一の場合の事故補償。それからもう一

つは、委員さん言われたのが拠点校方式というもの

になると思うんですけども、そうするとそうでなく

て、競争主義に走る場合も出てくる。リストアップ

して上手な生徒をクラブに集めてくる。それを認め

るかどうか。ということも併せて自然に困っている

から合体をして、チームを作るんだということも、

やはりそこでは、制限を掛けなければ。私立のよう

な高等学校のようなことが起きるんではないかと

いうことで中体連は今、相当、喧々諤々の論議をし

ているところです。 

ですからその２つは大きな課題として論議を進

めておりますので、もう少し時間が経てば、ある程

度の県教委やいろんな団体との話し合いが折り合

っていくんではないかと思っています。 

○委員 松成 康男 

 自分としては、集まって一つのチームを作るとい

うのはどうかなというのがあるんですね。ただ、何

かやりたいって思ったときに、そこに行かないとで

きないというのがあるんでですね、例えばお茶を習

うにしても移動の手助けができればという気がし

ますので、そこのところを発言させていただきまし

た。 

○市長 佐々木 敏夫 

 教育長、今の問題で戴星学園と高田中学校の野球

を合同チームにしているじゃないですか。これは練

習なんかの時は、遠征とかの移動手段とかそういう

のはどうなっているんでか。 

○教育長 河野 潔 

 はい、戴星学園の子どもは、二人、高田中学校の

野球部に入っています。基本的にはスクールバスの

利用もできるように、戴星学園の方にスクールバス

を出しています。それを利用することができるのと
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場合によっては家が豊後高田市の市内に住んでい

る子どもですから、自転車でということで、それぞ

れの保険で加入して、万一の場合は保証できるよう

にそういう対応をしております。 

○市長 佐々木 敏夫 

 住んで居る人、住んでない人、様々な家庭環境が

ある問題と先生がおっしゃった、いろんな交流する

場合の広範囲に取組みということは難しいことに

なると思うんですが、いろいろな形で行政や地域で

連携できるものかどうかという質問だったと思う

んで、また必要に応じて、必要な対応が要る場合は

考えてもいいんじゃないでしょうか。 

○教育長 河野 潔 

 事故補償も含めてですね、きちっとした対策を考

えて行かねばということで、今、進めております。 

○市長 佐々木 敏夫 

 全般的なことで結構なのでどうぞ。 

○委員 大嶽 由美子 

 まったく関係ない話になるんですが、部活動にち

ょっと繋がると思うんですけども、いわゆる伝統文

化というものですかね、伝統工芸、伝統芸能だった

り、そういうのが豊後高田にたくさんあると思うん

ですけども、真玉で言えば真玉歌舞伎であったり、

天念寺の鬼会のときに子ども達が太鼓を叩いたり、

お囃子をしたりしますね。ああいうような伝統芸能

を継承したり残していくっていう取組みを市の方

もやっていると思うんですが、中学生の時期がポイ

ントになるかなと思うので、そこら辺で部活動と繋

がるか分からないんですが、それをどうやって発展

させていくかということで、もしお考えがあれば聞

きたいと思います。 

○市長 佐々木 敏夫 

 伝統芸能やいろいろな文化を体験させることで、

また、子ども達が成長することで、社会人になった

ときに、故郷を自慢に出来たり、発表する機会や話

の話題にもなると人生に大きなプラスになると、私

はそれに賛成なんですけども、ただ一つ基本的には

学力を上げさせないと社会の競争の中で、一次で外

されてしまうという怖さもあることは事実なので、

高田中学校の草地踊りなんかも「盆ダンス」として、

大人数で形成していただいているし、また、修正鬼

会は小さな太鼓を打っている、夷の里神楽とか、結

構、いい文化もあるが、継承するメンバーが段々高

齢化して、やばいかなぁと思うところもある。まだ、

松成先生のところも子どもさんが相撲をとって頑

張ったりしてたんでね、結構、香々地は相撲行事が

あるのはいいなぁ。そして、みんなで盛り上がって

いるんですね。臼野の相撲大会は、少し寂しいんで

すよ。だから、移住者も増えてきて、新しい文化や

観光振興に反対する人も多いんです。人口がどんど

ん減ってきて、文化を継承するメンバーもおらんよ

うになって、高田の商店街も人口が減ったらお客さ

んも減るんですよ。そして人口が減るということは、

出ていく人よりも入ってくる人の方が少ないです

ね。皆さん方の総資産も売り手は多いけど、買い手

が少ないという、裏を返せば総資産が目減りするし、

自分の息子に自分の親が帰って来てと言えないん

ですよ。ここに将来に向けて投資をするなり、挑戦

しなくって、私はちょっと自慢をさせてもらうと、

全国トップクラスの子育てや移住施策をやってい

る訳、宇佐、中津、大分みんなが私に佐々木さん財

政は大丈夫ですか。大丈夫ですよと言ってふるさと

納税で対応している。今まで、日本一になるまで、

皆さんから預かった税は使っていない。ふるさと納

税で全部対応している。まず、国が少子高齢化で、

子どもを産みなさいなんか言っているけど、女性も

社会で働く戦士ですよ。共働きで子どもを二人三人

産みなさいって言ったって誰が預かってくれるの

か、その金はどうするのか、だから新規で子育てを

するとしたら、行政も工夫して、0歳児から義務教

育まで無料にすればいい。そして塾が少ないなら、

放課後児童クラブも、高校も２１世紀塾、最低限、

義務教育までは、守ろうよと、そして今、数字の中

に表れてきたように移住者も増える、生徒数も増え

る。 

はい、それではよいでしょうか。 

 こういうように会議をして、いろいろな意見をい

ただきながら、教育委員会がしっかり取り組んでい

ただければ。 

 ご協力ありがとうございました。それでは事務局

に進行を戻します。 

○市総務課長 安田 祐一 

 はい、委員の皆さん大変お疲れ様でした。 

 以上を持ちまして、令和４年度第１回豊後高田市
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総合教育会議を終了いたします。 

 大変お疲れ様でございました。 

（14:44終了） 

 


